
『今治市の財政見通しについて』 

 

●『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』に基づく健全化判断比率 

平成 28 年度健全化判断比率                        (単位：％ ) 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

― 

(11.30) 

― 

(16.30) 

12.6 

(25.0) 

17.4 

(350.0) 

― ― 12.8 24.2 

（ ）内は早期健全化基準  ※下段は平成 27年度の比率 

 

●他団体との比較（平成 28年度今治市各会計決算審査意見書及び財政健全化判断比率審査意見 

書に掲載した類似団体） 

都市名 
実質公債費比率 

（単位：％） 

将来負担比率 

（単位：％） 

積立金現在高 

（単位：百万円） 

地方債現在高 

（単位：百万円） 

日立市 0.0 ― 26,679 51,108 

栃木市 9.6 62.6 13,298 62,060 

小山市 4.2 58.2 4,321 51,225 

高岡市 15.2 171.3 6,132 111,699 

上田市 4.3 45.2 20,179 69,435 

大垣市 1.2 13.3 11,028 63,285 

磐田市 7.4 22.3 14,324 54,774 

豊川市 2.1 ― 15,069 49,114 

西尾市 4.0 15.3 6,959 35,582 

松阪市 4.0 ― 14,216 47,133 

尾道市 7.7 38.5 12,610 67,908 

（類団平均） （5.4） （38.8） (13,165) (60,302) 

今治市 12.6 17.4 30,863 85,722 

（※類似団体については総務省公表Ｈ27年度確定値を記載） 

 

●愛媛県内 11市との比較（平成 28年度将来負担比率） 

順位 都市名 将来負担比率 順位 都市名 将来負担比率 

1 宇和島市 ― 7 東温市 60.0 

2 新居浜市 4.8 8 西条市 64.1 

3 今治市 17.4 9 伊予市 65.0 

4 大洲市 31.4 10 八幡浜市 87.4 

5 西予市 49.4 11 四国中央市 133.2 

6 松山市 59.5    

 



 

●実質公債費比率と将来負担比率の相関図 

 

（平成 28年度今治市財政健全化判断比率審査意見書抜粋） 

 

➢ 将来に備えて行った積極的な基金積立により、将来負担比率 17.4％は類団平均 38.8％を下回

る良好な指数となっている。 

➢ 合併特例期間において合併特例債を有効活用した資本投資を行なった結果、市債現在高が増

加し、実質公債費比率 12.6％は類団平均 5.4％を上回っているものの、この市債残高の約

75.2％は後年度に普通交付税算入される上、今後、市債償還のピークを過ぎることで、将来

的に指標は改善する見込である。 

 

 

●大学立地事業費補助金を平成 28年度の将来負担額に含めて機械的に試算 

 将来負担比率                       (単位：％ ) 

債務負担行為 96億円の内 64億円を含めた場合  26.0 

 

➢ 補助金は複数年度の分割交付とするが、単年度に全額交付した試算において、将来負担比率

は 26.0％となり、類似団体平均 38.8％及び全国平均 38.9％を下回っている。 

➢ 大学立地事業費補助金を含めても、愛媛県内においては、宇和島市、新居浜市に次いで、   

３番目の数値となっている。 


